
　

・
子
ど
も
が
軽
い
病
気
な
ど
の
と
き

　

の
臨
時
的
な
子
ど
も
の
預
か
り

　

・
冠
婚
葬
祭
、
学
校
行
事
、
そ
の

　

他
の
外
出
時
の
子
ど
も
の
一
時

　

預
か
り

▽
利
用
料
金

　

・
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

　

１
時
間
７
０
０
円

　
午
前
７
時
以
前
、
午
後
７
時
以
降

　

１
時
間
９
０
０
円

　

・
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日　

　

１
時
間
９
０
０
円

　

・
軽
度
の
病
児
の
場
合　

　

１
時
間
９
０
０
円

※
同
じ
家
庭
の
子
ど
も
を
預
か
る

　
場
合
は
、２
人
目
か
ら
半
額
で
す
。

▽
入
会
方
法

　

印
鑑
（
認
印
）
と
依
頼
会
員
に

な
り
た
い
人
（
保
護
者
）
の
写
真

（
縦
３
㌢
×
横
２
㌢
）
２
枚
を
持

参
の
上
、
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
登
録
受
付
先

　

瀬
戸
内
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

　
（
邑
久
保
育
園
内
）

　

邑
久
町
尾
張
１
１
５
９-

１　

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
０
９
２

　

開
所
時
間

　

月
〜
金
曜
日　

午
後
１
〜
４
時

青少年相談員氏名（しめい） 学区 相談先☎
（市外局番0869）

豊田　一枝（とよた　かずえ） 牛窓東 34-3203

廣田　美津子（ひろた　みつこ） 牛窓西 34-3026

松尾 　敦（まつお　あつし） 牛窓北 34-2503

稲谷　弘昌（いなや　こうしょう）

邑久

22-0539

馬場　登志子（ばば　としこ） 22-1749

吉田　清人（よしだ　きよと） 22-2673

庄司　鹿夫（しょうじ　しかお） 今城 22-2104

松本　玲子（まつもと　れいこ） 玉津 25-0161

久本　敏孝（ひさもと　としたか） 裳掛 25-0888

小谷　恵子（こだに　けいこ）
美和

26-8161

長岡　敦子（ながおか　あつこ） 26-5151

小山　恵（こやま　めぐみ）
国府

26-3654

布野　浩子（ふの　ひろこ） 26-5105

沖津　由美（おきつ　ゆみ）

行幸

26-3731

神坂　俊規（かみさか　としのり） 26-2002

水田　正子（みずた　まさこ） 26-2534

　

悩
み
事
や
困
っ
た
事
が
あ
れ

ば
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容

に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま

す
。
必
要
に
応
じ
て
、
専
門
機
関

へ
の
紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
身
近
な
青
少
年
の
善
行

を
称
え
る
「
わ
か
ば
賞
」
の
顕
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
く
の
青
少

年
相
談
員
へ
、
他
の
青
少
年
の
模

範
と
な
る
行
い
を
し
て
い
る
人
を

ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

　

18
歳
未
満
の
青
少
年
や
そ
の
保

護
者
が
、
悩
み
や
不
安
を
各
地
域

に
お
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓

口
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
岡
山
県
青
少
年
相
談
員
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
員
は
、
青
少
年
活
動
に
積

極
的
に
参
画
し
て
い
る
な
ど
青
少

年
育
成
活
動
に
熱
意
の
あ
る
人

で
、
身
近
で
気
軽
に
相
談
で
き
る

地
域
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
た

ち
で
す
。

口
に
置
い
て
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
込
先

　

子
育
て
支
援
課
、
保
健
福
祉
部

邑
久
分
室
、
牛
窓
支
所

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７ 

 

幼
稚
園
に
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

 

園
庭
開
放

　

市
で
は
、
主
に
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
幼
稚
園
の
園

庭
を
左
表
の
と
お
り
開
放
し
て
い

ま
す
。

　

園
庭
の
遊
具
を
自
由
に
使
っ
て

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

保
護
者
に
と
っ
て
も
友
人
を
つ
く

る
場
に
な
り
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
。
気
軽
に
来
園
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
駐
車
場
が

狭
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
徒
歩
や

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

各
幼
稚
園

 

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、「
子
育
て
の
応
援
を
し

て
ほ
し
い
人（
依
頼
会
員
）」と「
子

育
て
の
応
援
を
し
た
い
人
（
提
供

会
員
）」
と
で
構
成
す
る
子
育
て

の
助
け
合
い
活
動
組
織
で
す
。

　

子
育
て
の
応
援
を
し
て
ほ
し
い

人
は
、
事
前
に
会
員
登
録
を
し
て

い
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

・
保
育
園
や
幼
稚
園
の
保
育
開
始

　

時
間
ま
で
、
ま
た
は
、
保
育
時

　

間
終
了
後
の
子
ど
も
の
一
時
預

　

か
り

　

・
保
育
園
や
幼
稚
園
ま
で
の
子
ど

　

も
の
送
迎

　

・
学
童
保
育
終
了
後
や
放
課
後
の

　

子
ど
も
の
一
時
預
か
り

特集  

青
少
年
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す

このページでは、子育てをしている人を支援するためのさまざまな取り組みや、青少年やそ
の保護者の悩みや不安の相談先について紹介します。未来を担う子どもたちのすこやかな成
長のため、子育てを社会全体で応援していきましょう。

幼稚園名 問い合わせ先 ９月 10月 11 月 12 月 開放時間
牛窓東 0869-34-2104 毎週火曜日 午前９時30分～11時

牛窓西 0869-34-3687 毎週月曜日 ７日（月） ５日を除く
毎週月曜日 午前９時30分～11時

牛窓北 0869-34-3742 20日（火） 11日（火） 15日（火） 13 日（火） 午前９時30分～11時
邑　久 0869-22-0027 ４日（火） ８日（火） 13 日（火） 午前９～ 11 時
今　城 086-943-8715 ５日（水） ９日（水） ７日（水） 午前９～ 11 時
玉　津 0869-24-0092 14日（水） 19日（水） ９日（水） 14 日（水） 午前９～ 11 時
美　和 0869-26-3445 13日（火） 18日（火） 15日（火） 13 日（火） 午前９～ 11 時
国　府 0869-26-3446 13日（火） 18日（火） 15日（火） 13 日（火） 午前９～ 11 時
行　幸 0869-26-3447 13日（火） 18日（火） 15日（火） 13 日（火） 午前９～ 11 時

■
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
０
１      

 

参
加
家
庭
を
募
集
し
ま
す

 

ひ
と
り
親
家
庭
ふ
れ
あ
い
交
流

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
ひ
と

り
親
家
庭
同
士
が
情
報
交
換
し
、

親
睦
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
ふ

れ
あ
い
交
流
を
実
施
し
ま
す
。
親

子
で
参
加
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
ひ
と
り
親

　

家
庭
の
親
子

▽
日
時　

11
月
５
日
（
土
）

※
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
へ
午
前
８
時

　

45
分
に
集
合
し
、
午
後
４
時
に

　

解
散
予
定
で
す
。

▽
行
き
先　

お
も
ち
ゃ
王
国
（
玉

　

野
市
）

▽
内
容　

ふ
れ
あ
い
交
流
、
園
内

　

散
策
、
自
由
行
動

▽
参
加
費　

無
料
（
入
園
券
・
の

　

り
も
の
券
付
き
）

▽
募
集
人
数　

　

親
子
35
組
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

▽
申
込
方
法

　

10
月
21
日
（
金
）
ま
で
に
、
窓

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
を
選
定

　
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
法
務
省
が
毎

年
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
内
市
実
施
委
員
会
で
は
、
市
内
の
中
学
生
に
呼
び
か
け
、
標
語
を

募
集
し
ま
し
た
。
１
、０
８
７
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
次
の
標
語
が
優
秀
作

品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀

声
を
か
け
犯
罪
無
く
す
地
域
の
力　

    　
（
平
槙　

大
我　

邑
久
中
３
年
）

あ
い
さ
つ
で
み
ん
な
の
心
が
つ
な
が
る
よ 

（
小
野
ひ
か
り　

長
船
中
２
年
）

声
か
け
で
非
行
を
な
く
そ
う
地
域
の
輪　

 

（
吉
田　

尚
史　

牛
窓
中
３
年
）

優
秀

支
え
あ
い
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
ぼ
く
が
い
る   （
山
本  

有
紗　

邑
久
中
１
年
）

見
つ
け
よ
う
一
人
一
人
の
輝
き
を　
　
　
（
太
田
み
な
み　
邑
久
中
２
年
）

思
い
や
り
み
ん
な
の
た
め
に
自
分
の
た
め
に （
村
田　

和
崇　

邑
久
中
２
年
）

「
あ
り
が
と
う
」
こ
の
一
言
で
明
る
い
輪   （
藤
井　

咲
月　
邑
久
中
２
年
）

あ
い
さ
つ
か
ら
大
き
く
広
が
る
笑
顔
の
輪
（
草
加　

芽
依　
邑
久
中
２
年
）

ゆ
ず
り
合
い
ま
ず
は
ど
う
ぞ
と
自
分
か
ら
（
服
部　

七
海　
邑
久
中
３
年
）

震
災
で
日
本
が
ま
な
ん
だ
命
の
絆         　
（
出
射　

治　

邑
久
中
３
年
）

ふ
や
そ
う
よ
笑
顔
の
種
咲
か
そ
う
よ
笑
顔
の
花
（
岡
竹　

紗
希　

長
船
中
１
年
）

広
げ
よ
う
み
ん
な
の
心
に
福
祉
の
輪       （
浦
上
ま
ど
か　

長
船
中
１
年
）

笑
っ
て
る
君
の
笑
顔
で
ほ
っ
と
す
る   　
（
小
山　

勇
次　

長
船
中
２
年
）

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
み
ん
な
が
い
る
よ
支
え
る
心
（
小
森
智
愛　

長
船
中
２
年
）

差
し
出
す
手
小
さ
な
手
で
も
希
望
の
手     （
榎
本　

早
織　

長
船
中
３
年
）

「
あ
り
が
と
う
」
言
わ
れ
た
心
に
広
が
る
笑
顔 （
為
房
保
乃
花　

長
船
中
３
年
）

立
ち
直
り
み
ん
な
で
見
守
り
支
え
よ
う     （
藤
原　

菜
摘　

牛
窓
中
１
年
）

考
え
よ
う
や
っ
て
い
い
こ
と
悪
い
こ
と     （
番
場　

俊
海　

牛
窓
中
１
年
）

あ
た
た
か
い
あ
な
た
の
言
葉
で
す
く
わ
れ
る （
勝
本  

夏
海　
牛
窓
中
２
年
）

　
子
育
て
や
就
労
な
ど
に
つ
い

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安

に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
市
で
は
、
母
子
・
父
子
家
庭

お
よ
び
寡
婦
の
人
を
対
象
に
、

生
活
の
安
定
、
自
立
の
た
め
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
市
の
母
子
自
立
支
援
員
が
、

対
応
し
ま
す
。
な
お
、
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
複
雑
・
困
難
な
相
談
に
は
児

童
相
談
所
や
女
性
相
談
所
な
ど

専
門
機
関
と
連
携
し
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課　

　

☎
０
８
６
９- 

２
６- 

５
９
４
７



総合防災訓練を
実施します

　

市
で
は
、
第
７
回
瀬
戸
内
市

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

和
歌
山
県
南
方
沖
を
震
源
と
す

る
Ｍ
９・
０
の
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
が
発
生
し
、
瀬
戸
内
市

で
震
度
６
弱
を
観
測
、
こ
の
地
震

に
よ
り
土
砂
崩
れ・家
屋
の
倒
壊・

建
物
火
災
・
断
水
な
ど
の
被
害
が

発
生
し
、
大
津
波
警
報
も
発
表
さ

れ
た
と
い
う
想
定
で
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、避
難
訓
練
を
は
じ
め
、

　ご参加ください

初
期
消
火
訓
練
、
ヘ
リ
で
の
救
助

訓
練
、
消
防
車
に
よ
る
放
水
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
種

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
前

　

９
時
40
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
場
所　
牛
窓
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
小
雨
決
行
。
た
だ
し
、
気
象
警

　

報
な
ど
の
状
況
に
よ
り
中
止
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
牛
窓
地
域
で
防
災
行
政
無
線
に

　
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

 

始
ま
り
ま
す

 

議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信　

　　

瀬
戸
内
市
議
会
で
は
、
９
月
１

日
（
木
）
開
会
予
定
の
第
４
回
定

例
会
か
ら
、定
例
会
（
３
、６
、９
、

 

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
暴

行
・
虐
待
は
、
依
然
と
し
て
数
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

５
日
（
月
）
か
ら
９
月
11
日
（
日
）

ま
で
の
７
日
間
の
全
国
一
斉
「
高

齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん

相
談
」
強
化
週
間
に
合
わ
せ
て
、

相
談
時
間
の
延
長
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。

　
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
電
話
で
相

談
を
受
け
付
け
る
窓
口
で
す
。

　

高
齢
者・障
害
者
へ
の
い
じ
め
、

い
や
が
ら
せ
、
虐
待
な
ど
の
人
権

侵
害
が
疑
わ
れ
る
事
案
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
お
電
話

く
だ
さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
は
、
法
務
局
職
員
、
人
権

擁
護
委
員
が
担
当
し
ま
す
。

▽
日
時　

　

・
９
月
５
日
（
月
）
〜
９
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

・
９
月
10
日
（
土
）
〜
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
右
記
の
強
化
週
間
以
外
も
人
権

　

相
談
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

　

・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分                 

   （
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

■
相
談
先

　

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

 

美
術
館
開
館
一
周
年
記
念
展

 

阿
藤
秀
一
郎
と
佐
竹
徳
展　

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
開

館
一
周
年
を
記
念
し
て
「
阿
藤

秀
一
郎
と
佐
竹
徳
展
〜
牛
窓
へ
の

10月1日に開館１周年を迎える瀬戸内市立美術館

い
ざ
な
い
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

阿
藤
・
佐
竹
両
画
伯
に
つ
い
て

は
、
本
紙
13
ペ
ー
ジ
の
瀬
戸
内
発

見
伝
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

９
月
８
日
（
木
）
〜
10

　
月
16
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
祝
日
を
除
く
毎
週

　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　

以
上
３
０
０
円
、　

中
学
生
以

　

下
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

12
月
開
催
）
と
臨
時
会
の
本
会
議

の
模
様
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
配
信
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
会
議
開
催
中
は
市
役

所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー
の
モ
ニ
タ
ー

で
も
本
会
議
の
模
様
が
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
議
会
事
務
局

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
９
７
９

　

HPhttp://w
w
w
.city.setouchi.  

     lg.jp/ ~gikai/index.htm
l

 

任
期
満
了
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す

 

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙　

　　

瀬
戸
内
市
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
の
日
程
が
、
次
の
と
お
り
決
ま

り
ま
し
た
。

▽
選
挙
期
日
（
投
開
票
日
）

　

10
月
16
日
（
日
）

▽
選
挙
期
日
の
告
示
日

　

10
月
９
日
（
日
）

　

▽
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

９
月
16
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
７
９
２

用
試
験
を
左
表
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

※
入
校
は
平
成
24
年
４
月
上
旬
の

　

予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

防
衛
省
備
前
岡
山
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

２
８
２
４

　

HPhttp://w
w
w
.m
od.go.jp/

     pco/okayam
a/

 

募
集
し
ま
す

 

市
営
住
宅
入
居
者　

　　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽
募
集
団
地

　
（
団
地
名
、
所
在
地
、
構
造
）

　

・
福
山
団
地

　

邑
久
町
福
山
４
８
７-

１

　

簡
耐
２
階
建

　

・
東
町
団
地

　

牛
窓
町
牛
窓
２
２
２
９-

３

　

簡
耐
２
階
建

▽
規
格　

各
３
D
K

▽
戸
数　

各
１
戸

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

各
家
賃
の
３
カ
月
分

▽
入
居
日　

10
月
３
日
（
月
）

▽
申
込
受
付
期
間　

９
月
１
日

　
（
木
）
〜
９
月
15
日
（
木
）
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

 

実
施
し
ま
す

 

防
衛
大
学
校
学
生
採
用
試
験

　　

防
衛
省
で
は
、
防
衛
大
学
校
お

よ
び
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
採
 

市
民
は
入
館
無
料

 
美
術
館
開
館
記
念
日　

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
開

館
一
周
年
を
記
念
し
て
、
10
月

１
日
（
土
）
に
、
次
の
と
お
り

市
民
の
無
料
入
館
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

【
開
館
記
念
日
市
民
開
放
】

　

市
民
は
無
料
で
入
館
で
き
ま

す
。
市
民
と
分
か
る
証
明
書
な
ど

を
受
付
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
一
日
カ
フ
ェ
】

　

美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
一
日

カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
佐
竹
画
伯

愛
飲
の
コ
ー
ヒ
ー
を
販
売
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

受験種目 対象者 受付期間 試験日

防衛大学校

推薦     高卒（見込含）21歳未満
（学校長の推薦等が別途必要）

9月 5日 ( 月 )
～ 9月 8日 (木 )

9 月 24 日 ( 土 )
・25 日 ( 日 )

一般 高卒（見込含）21 歳未満 9月 5日 ( 月 )
～9月30日(金)

11 月 5 日 ( 土 )
・6 日 ( 日 )

防衛医科大学校 高卒（見込含）21 歳未満 9月 5日 ( 月 )
～9月30日(金)

10月 29日 (土 )
・30 日 ( 日 )

　「ねんきんネット」とは、次のような

自分の年金加入記録を24時間いつでも、

インターネットで確認することができる

サービスです。

 ・公的年金制度（国民年金・厚生年金保

　険・船員保険）の加入履歴（加入して

　いた制度、加入した年月日、脱退した

　年月日、加入していた期間の月数など）  

 ・国民年金保険料を納めた状況 

 ・厚生年金保険に加入していた時の会社

　名、標準報酬月額、標準賞与額 

 ・船員保険に加入していた時の船舶所有

　者名、標準報酬月額、標準賞与額 

 ・年金見込額など 

　年金に加入していない期間や厚生年金

に加入した期間の標準報酬額の大きな変

動などの記録も分かりやすく表示されて

います。

　また年金記録の確認に役立つ「私の履

歴整理表」が簡単に作成できます。

　秋以降も「年金を受け取りながら働き

続けた場合の年金は？」といった情報を

追加していく予定です。

※詳しくはお問い合わせください。

■問い合わせ先

　ねんきん定期便・ねんきんネット専用

　ダイヤル

　☎０５７０ - ０５８ - ５５５

　（ＩＰ電話・ＰＨＳからは

　☎０３ - ６７００ - １１４４）

　ねんきんネットサービス登録

　HP　http://www.nenkin.go.jp/n_net/
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　８月３日、東京ビッグサイト（東京都江東区）で第46回交通安全子供自転車全国
大会が行われ、裳掛小学校６年生児童６人が出場しました。児童たちは、県大会で優
勝し全国大会の出場権を得てからは、一層練習に励んできました。市長、警察署長、
議長、地元ＰＴＡなどから激励を受け、大会に臨みました。上位入賞を果たすことは
できませんでしたが、精いっぱい練習の成果を披露しました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　７月 23、24 日、邑久町下笠加の畑で農事組合

法人ネオ・アシスタント淳風によるとうもろこし

大収穫祭が開催されました。1.8ha の畑に甘みの

強いゴールドラッシュ種が約６万株栽培され、南

北２つに分けて２日間で収穫を行いました。

　当日は朝早くから親子連れらが訪れ、会場はに

ぎわっていました。台風の影響を受け傾いたもの

もありましたが、参加者は畑に分け入って次々と

収穫しました。

　子どもたちは、実を見つけては「おっきいのが

あったよ」などと声を上げ、手にしたかごいっぱ

いに収穫していました。

   収穫を楽しみました収穫を楽しみました

子どもたちも自分で収穫（左下）／多くの親子連れらが来場（右上）

とうもろこし大収穫祭とうもろこし大収穫祭

　7月 31 日、備前長船刀剣博物館で「古い甲冑

着付け体験＆撮影会」を開催しました。

　これは、９月４日（日）まで開催される特別展『戦

国 BASARA』HERO 武器・武具列伝の関連イベン

トとして、備州岡山城鉄砲隊の協力を得て行った

ものです。

　参加者は、江戸時代中期や幕末に作られた約

20㌔の甲冑を 2人がかりで 5分ほどで着付けて

もらい、まずは鏡で自分の姿を確認しました。そ

の後、合戦の様子に思いを馳せながら、薙
なぎなた

刀、

法
ほ ら が い

螺貝、馬
うまじるし

印などの武器・武具を持ち、記念撮影

を楽しみました。

   笑顔でパチリ笑顔でパチリ　

協定書調印式で握手をする井尻学長（右）と武久市長

 甲冑着付け体験と撮影会

レンガの窯で一気に焼き上げ（左下）／生地の上に具材をトッピング（右上）

　６月 25 日、寒風陶芸会館（牛窓町長浜）で米

粉を使ったピザ作り体験を開催しました。使用し

た米粉は、市内で栽培された巨大胚芽米「はいい

ぶき」から作ったものです。参加者は、生地をの

ばし、野菜、ベーコン、チーズなどの具材を次々

と盛りつけていきました。

　敷地内に耐火レンガで組んだ窯を準備し、１枚

５～ 10 分程度で焼き上げました。

　焼き上がったピザは、事前に参加者が絵付けし

作成していたお皿に盛りつけました。

　参加者は米粉生地独特のもちもちした食感を楽

しんでいました。

    もちもちした食感に仕上がるもちもちした食感に仕上がる　米粉ピザ作り体験

　７月 12 日、岡山商科大学と瀬戸内市は、包括

連携協定を締結しました。この協定により、文化・

産業・学術などの分野において、大学と市が互い

に、人材交流し、知識・研究成果などを活用でき

ることになります。

　協定書調印式で、武久顕也市長は「外部と一緒

に新しい取り組みを行うことが求められている状

況で岡山商科大学と連携できるのはありがたい」

と、井尻昭夫岡山商科大学学長は「研究成果を

社会に還元できる場を頂いた。Ｗｉｎ－Ｗｉｎ

（ウィン－ウィン）の関係で末永く連携して行き

たい」とそれぞれの思いを述べました。

   知識・研究成果などを活用知識・研究成果などを活用 岡山商科大学と包括連携協定岡山商科大学と包括連携協定

祭壇前のじゅうたんを埋め尽くすさい銭

　７月 18 日、庄田山朝日寺（邑久町庄田）で

如
にょほうきょうほうえ

法経法会（投げ銭供養）が行われ、檀家ら約

300 人が戦死者やこの夏に初盆を迎える新仏を供

養しました。

　読経のあと、僧侶が故人の戒名と施主の名前を

読み上げると、縁故者や知人らが白い紙に包んだ

さい銭を祭壇に向かって次々と投げ入れました。

　祭壇前の赤いじゅうたんは、たちまち白い包み

で埋め尽くされました。

　江戸時代に始まったものと伝えられ、全国的に

も珍しい行事であり、市の無形民俗文化財に指定

されています。

    さい銭を投げ入れて供養さい銭を投げ入れて供養 朝日寺の投げ銭供養

甲冑を身につけて、「はい、ポーズ」（左下）／  特別展の会場を巡る来場者（右上）

まちの話題.indd   10-11 2011/08/26   11:36:56



　

近
年
、
悪
質
商
法
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
次
の

事
例
は
、
今
年
度
、
市
内
で
実
際

に
起
こ
っ
た
も
の
で
す
。
市
の
消

費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
が
あ

り
、
お
金
を
支
払
う
前
に
解
決
方

法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
た
め
、
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　【
事
例
１
】
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
、

新
聞
購
読
の
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

▼
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
期
間
内
で

あ
っ
た
た
め
、
契
約
を
解
除
す
る

方
法
を
説
明
し
ま
し
た
。

【
事
例
２
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
い
る
と
、
突
然
パ
ソ
コ

ン
の
画
面
に
「
登
録
が
完
了
し
ま

し
た
」
と
表
示
さ
れ
、
登
録
料
を

請
求
さ
れ
た
。

▼
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
と
言
わ
れ

る
手
口
で
す
。
正
式
な
契
約
と
は

見
な
さ
れ
な
い
た
め
、
支
払
う

必
要
は
な
い
こ
と
を
説
明
し
ま
し

た
。
ま
た
、
画
面
の
表
示
を
消
す

手
順
も
伝
え
ま
し
た
。

　

様
々
な
手
口
で
皆
さ
ん
の
財
産

は
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭

わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
契
約
す
る
前
に
相
談
す
る

　

契
約
を
す
る
前
に
十
分
考
え
、

少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
す
ぐ
に
契
約
し
な
い

　

契
約
書
な
ど
の
書
類
へ
の
署
名

や
押
印
は
慎
重
に
行
う
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
書
面
を
交
わ
さ
な
い
口

約
束
で
も
契
約
は
成
立
し
ま
す
。

③
き
っ
ぱ
り
と
断
る

　

断
る
場
合
は
、
あ
い
ま
い
な
表

現
を
せ
ず
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま

し
ょ
う
。

【
良
い
例
】「
契
約
し
ま
せ
ん
」「
必

要
あ
り
ま
せ
ん
」

【
悪
い
例
】「
結
構
で
す
」「
今
回

は
い
い
で
す
」

④
も
う
け
話
は
、
ま
ず
疑
う

　
「
必
ず
も
う
か
る
」
な
ど
と
い

う
、う
ま
い
話
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

⑤
む
や
み
に
家
族
構
成
や
財
産
状

　

況
を
教
え
な
い

　

悪
質
業
者
は
、
勧
誘
す
る
相
手

に
合
わ
せ
て
手
口
を
変
え
て
き
ま

す
。
個
人
情
報
を
教
え
る
場
合
は

　

反
射
材
用
品
の
着
用
や
自
転
車

前
照
灯
に
よ
り
、
自
分
の
存
在
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
知
ら
せ
る
こ
と

は
、
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
非
常
に
有
効
で
す
。

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　

い
着
用
の
徹
底

　

急
ブ
レ
ー
キ
や
事
故
な
ど
で
急

激
に
減
速
す
る
と
、
乗
員
は
強
い

力
で
投
げ
出
さ
れ
ま
す
。
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

着
用
し
て
い
た
か
ど
う
か
が
生
死

を
分
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
す
る
と
、

注
意
力
、判
断
力
が
低
下
し
ま
す
。

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
飲
酒
運
転

を
許
さ
な
い
社
会
を
み
ん
な
で
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

市
で
は
、
今
年
か
ら
専
門
の
相

談
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
個
人
の
秘
密
は
必
ず
守

り
ま
す
。
不
安
に
思
っ
た
と
き
に

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　
消
費
生
活
相
談
窓
口（
生
活
環
境
課
）

専門相談員が解決方法をアドバイス

警警
察察
安安安
全
情情情
報

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
始
ま
り
ま
す

ごみ減量速報

地域 23年 5～ 7月 22 年 5～ 7月 達成度
牛窓 800 761 ×

邑久 837 791 ×

長船 706 656 ×

　

９
月
21
日
（
水
）
か
ら
30
日

（
金
）
ま
で
の
10
日
間
、「
交
通

ル
ー
ル　

守
っ
て
広
げ
る　

無
事

故
の
輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
秋
の

交
通
安
全
県
民
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
を
最
重
点
目
標
に

掲
げ
、
次
の
こ
と
を
呼
び
掛
け
て

い
き
ま
す
。

①
夕
暮
れ
ど
き
と
夜
間
の
交
通
事

　

故
防
止

　

夕
暮
れ
ど
き
や
夜
間
に
は
、
車

の
ド
ラ
イ
バ
ー
は
歩
行
者
や
自
転

車
を
見
逃
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

身
近
な
消
費
ト
ラ
ブ
ル

困
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
相
談
！

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％     
　を○、減量できなかった場合を×で表して 
　います。

単位：グラム

事件や事故にはなっていない
けれど、不安や危険を感じてい
ることについて、どこに相談し
ていいか分からず悩んでいませ
んか。
　警察では、ＤＶ（ドメスティッ
ク・バイオレンス）やストーカー
などの犯罪による被害防止や、
市民の皆さんの安全と平穏につ
いての相談に応じています。
　緊急の事件・事故以外の相談
は、１１０番ではなく、警察総
合相談ダイヤル「＃９１１０」
番をご利用ください。
■問い合わせ先
　瀬戸内警察署

④
交
差
点
に
お
け
る
正
し
い
通
行

　

の
徹
底

　

車
、
自
転
車
、
歩
行
者
が
複
雑

に
交
わ
る
交
差
点
は
、
最
も
事
故

の
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
す
。
交

差
点
を
通
行
す
る
と
き
に
は
、
危

険
予
測
を
し
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

瀬
戸
内
警
察
署

 

災
害
へ
の
備
え
を

 

９
月
１
日
は
防
災
の
日

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で

す
。
家
族
で
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に

お
け
る
防
災
対
策
を
考
え
る
と
と

も
に
、
身
の
回
り
の
防
災
用
品
の

準
備
、
点
検
を
行
い
、
非
常
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

　

家
族
一
人
に
１
個
の
非
常
袋
を

準
備
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
全
員
で

準
備
す
れ
ば
、
入
れ
忘
れ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
分
担
し
て
持
て
ば
重
量

も
軽
く
で
き
ま
す
。
ま
た
、
非
常

食
は
、
半
年
に
１
回
程
度
は
中
身

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
消
費
期
限
が
切

れ
る
前
に
入
れ
替
え
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
警
防
課

啓発グッズをドライバーに配布

【
非
常
持
出
品
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
】

①
す
ぐ
に
持
ち
出
す
も
の

□
携
帯
ラ
ジ
オ　

□
懐
中
電
灯

□
予
備
電
池　

□
ば
ん
そ
う
こ
う  
□
包
帯  

□
傷
薬

□
消
毒
薬  

□
胃
腸
薬  
□
か
ぜ
薬

□
鎮
痛
剤　

□
持
病
の
薬
な
ど

□
飲
料
水　

□
乾
パ
ン　

□
缶
詰

□
粉
ミ
ル
ク
（
乳
児
用
）　

□
現
金
（
小
銭
か
ら
１
万
円
ま
で
）

□
預
貯
金
通
帳　

□
健
康
保
険
証

□
運
転
免
許
証　

□
印
か
ん　

□
権
利
証
書
な
ど　

□
衣
類
（
着
替
え
）
□
タ
オ
ル　

□
雨
具　

□
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

□
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト

□
ろ
う
そ
く　

□
ラ
イ
タ
ー　

□
紙
食
器　

□
キ
ッ
チ
ン
用
ラ
ッ
プ

□
生
理
用
品　

□
紙
お
む
つ

②
復
旧
ま
で
の
３
〜
５
日
間
分
準

　

備
し
保
管
し
て
お
く
も
の

□
飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）

□
乾
パ
ン  

□ 

ご
は
ん（
レ
ト
ル
ト
）

□
缶
詰　

□
お
か
ず
（
レ
ト
ル
ト
）

□
ド
ラ
イ
フ
ー
ズ　

□
調
味
料

□
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
あ
め　

□
卓
上
コ
ン
ロ　

□
ガ
ス
ボ
ン
べ

□
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

□
毛
布
・
寝
袋　
　

□
洗
面
用
具

□
新
聞
紙

　地上デジタル放送の開始に伴い、近
年、不要になった旧型テレビの不法投
棄が全国的な問題となっています。
　市内でも年間数十台の不法投棄が発
生しています。
　テレビは、エアコン、冷蔵庫、洗濯
機と合わせて「家電4品目」と呼ばれ、
家電リサイクル法の対象品目に指定さ
れており、製造業者などによるリサイ
クルが義務付けられています。
　しかし、これらの品目を廃棄する場
合には「リサイクル料金」や「運搬料
金」が必要となるため、一部の心無い
人による山や海岸などへの不法投棄が
後を絶ちません。

　不法投棄は
景観の悪化を
招くと共に、
長年放置され
た廃家電から重金属などの有害物質が
漏れ出す可能性もあり、土壌汚染によ
る周辺環境の悪化も心配されます。
　美しい瀬戸内市の自然を守るために
も、市民による監視や防衛策への協力
をお願いします。
　テレビの適正な処分方法や、不法投
棄の自己防衛策については、今月の「ご
みダイエット通信」（本紙に折り込み
の緑色のチラシ）で詳しく紹介してい
ます。ぜひご覧ください。



ず
は
検
査
数
値
が
基
準
値
内
で
あ

る
か
、
年
々
悪
化
し
て
い
る
数
値

は
な
い
か
な
ど
を
確
認
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
の
改
善
を
サ
ポ
ー
ト

　

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
た

後
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
の
危
険

性
が
高
く
、
生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
な
人
に
は
、
特
定
保
健
指
導

の
案
内
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
で
は
、
医
師
・

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
生
活
習
慣
を
見
直

す
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
９
月
末
か
ら
順
次
特
定

保
健
指
導
の
案
内
を
行
い
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
と
し
て
、
積
極
的
に
利

用
し
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
特
定
保
健
指
導

も
特
定
健
康
診
査
と
同
様
に
各
医

療
保
険
者
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

案
内
方
法
、
内
容
な
ど
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
各
医
療
保

険
者
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市
の
特
定
保
健
指
導

　

市
が
実
施
し
て
い
る
特
定
保
健

指
導
で
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、

健
康
に
対
す
る
考
え
方
や
健
康
管

理
方
法
、
長
年
の
生
活
習
慣
を
伺

い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
庭
の
状
況

や
仕
事
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、

一
緒
に
生
活
習
慣
改
善
の
取
り
組

み
を
考
え
、
食
習
慣
の
見
直
し
や

軽
い
運
動
な
ど
を
無
理
な
く
生
活

に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
そ
の
人
に
合
っ
た
方
法
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

面
接
や
電
話
な
ど
に
よ
り
、
お
よ

そ
６
カ
月
間
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
参
加
者
の
声

　

特
定
保
健
指
導
を
受
け
た
人
の

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　

・
自
分
の
健
康
状
態
を
意
識
す
る

　

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

・
普
段
気
に
か
け
て
い
て
も
、
な

なんとなく頭が痛かったり、肩がこったり、疲れ
やすかったり、顔色が悪いなど、体調の悪い時、
どのように対処していますか。 そういう体質と
あきらめて、少し休むだけではないですか。その
ようなとき、貧血の疑いがあります。貧血の中で
も一番多いのが鉄欠乏性貧血です。鉄分の不足が
原因で赤血球を体内で造ることができず、貧血と
なるものです。女性の生理出血過多も原因となり
ます。そのため圧倒的に女性が多くなります。ほ
とんどの場合は食事に注意しながら、飲み薬で治
りますが、治りが悪いときは何か別の病気が隠れ
ていることもあるので、最後まで油断は禁物です。
（内科医　浅海 昇）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

貧血について

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

大量調理と調理時間が限られ
ている学校給食では、｢ガラ
エビ｣ と言えば ｢かき揚げ｣
にするぐらいしかないと思っ
ていました。大量調理では ｢
かき揚げ｣ を作ること自体が
大変難しいため ｢ガラエビ｣

大嶋信子栄養士（邑久学校給食調理場）です

を使う機会は、あまりありませんでした。しかし、
牛窓の民宿で出された ｢ガラエビのから揚げ｣ の
美味しさと、粉を付けて揚げるだけという簡単な
料理方法は、目からウロコでした。この ｢ガラエ
ビと黒大豆の甘酢あえ｣ は、このような中で生ま
れました。
｢また、食べたい！｣ と子どもたちや教職員に大
人気で、今では岡山県内の学校給食に多く取り入
れられるまでになりました。

◆材料（4人分）
●ガラエビ（80g）（流水で洗い、よく水気を切る）
●黒大豆（20g）（8時間程度水に漬け、戻す）
●かたくり粉（20g）　●揚げ油（適量）
Ａ
●しょうゆ（小さじ1）       ●酢（大さじ 1）
●砂糖（大さじ 1）　    ●炒りゴマ（小さじ 1）
◆作り方
①ビニール袋にかたくり粉を入れた後、水切りし
　たガラエビと黒大豆を入れる。袋を振って、粉
　をつける。
②①を油でカラッと揚げる。
③揚げたての②にＡをからめて味を調える。

　

か
な
か
な
か
実
行
に
移
せ
な
い

　

が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ

　

ば
多
少
負
担
に
な
っ
て
も
、
生

　

活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
事

　

が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
う
。

　

・
こ
の
機
会
に
得
た
も
の
を
忘
れ

　

ず
に
健
康
管
理
を
し
て
い
き
た

　

い
と
思
い
ま
す
。

　

・
十
分
な
生
活
改
善
は
出
来
な
か

　

っ
た
け
れ
ど
生
活
を
見
直
す
機

　

会
に
な
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

　

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
は
、
年
に
一
度

の
健
康
診
査
を
受
け
、
自
分
の
体

の
状
態
を
知
り
、
健
診
の
結
果
を

生
か
し
て
生
活
を
見
直
す
こ
と
が

大
切
で
す
。

健
診
を
活
用
し
て
健
康
管
理
を

　

各
医
療
保
険
者
は
、
40
歳
か
ら

74
歳
を
対
象
に
糖
尿
病
や
高
血
圧

な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目

的
と
し
た
特
定
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
を
対
象
に
６
〜
８
月
に
特
定
健

康
診
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

健
診
の
結
果
が
届
い
た
ら
、
ま

 

特
定
保
健
指
導
で
健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

  

健
診
結
果
を
生
活
に
生
か
そ
う

その人にあった生活習慣の改善方法を助言

 

体
を
動
か
し
て
気
分
も
爽
快

 

ワ
ク
ワ
ク
☆
気
軽
に
☆
運
動
塾

　

運
動
を
す
る
こ
と
は
、
加
齢
と

共
に
低
下
す
る
体
力
を
維
持
す
る

た
め
に
重
要
で
す
。

　

特
に
40
歳
代
に
入
る
と
、
意
識

し
て
運
動
を
す
る
習
慣
を
も
た
な

い
場
合
は
、
急
激
に
体
力
が
低
下

し
て
い
き
ま
す
。

　

体
力
が
低
下
す
る
と
、
疲
労
が

蓄
積
さ
れ
や
す
く
な
り
、
細
菌
に

負
け
る
な
ど
し
て
、
病
気
に
か
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。運
動
を「
自

分
へ
の
投
資
」
と
考
え
て
、
生
活

習
慣
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
運
動
が
苦
手
」「
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
人
に
、
楽
し
く
運
動
で
き

る
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
「
ワ
ク
ワ

ク
☆
気
軽
に
☆
運
動
塾
」
を
紹
介

し
ま
す
。

　

教
室
で
は
、健
康
運
動
指
導
士・

理
学
療
法
士
・
保
健
師
・
栄
養
士

が
講
師
と
な
っ
て
、
ミ
ニ
健
康
講

話
や
無
理
な
く
行
え
る
運
動
な
ど

の
紹
介
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
開
催
時
期　

９
月
27
日
（
火
）

　

〜
平
成
24
年
３
月
６
日
（
火
）

（
全
14
回
シ
リ
ー
ズ
）
下
表
参
照

▽
開
催
場
所

　

ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円
（
資

　

料
代･

実
習
代
を
含
む
）

▽
対
象
者　

瀬
戸
内
市
在
住
で
40

　
〜
75
歳
の
人

▽
募
集
人
数　

25
人
（
で
き
る
だ

　
け
全
て
の
回
に
参
加
で
き
る
人
）

※
応
募
多
数
の
場
合
、
初
め
て
の

　

人
を
優
先
し
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

９
月
16
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課

回 日時 内容

1 9 月 27 日（火）
9：30 ～ 11：30

・オリエンテーション
・講話「健康についてもっと知ろう」
   講師：市職員（保健師）
・健康体力チェック

2 10 月 4日（火）
9：30 ～ 11：30

・演習「楽しくあなたにも出来る運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）
　

3 10 月 18 日（火）
9：30 ～ 11：30

4 11 月 1 日（火）
9：30 ～ 11：30

5 11 月 15 日（火）
9：30 ～ 11：30

6 11 月 22 日（火）
9：30 ～ 12：30

・講話　「バランスのよい食事（その①）」
   講師：市職員（管理栄養士）

7 12 月 6日（火）
9：30 ～ 11：30

・演習「楽しくあなたにも出来る運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）

8 12 月 20 日（火）
9：30 ～ 11：30

・演習「筋肉、関節をしなやかにしよう」
   講師：市職員（理学療法士）

9 12 月 27 日（火）
9：30 ～ 12：30

・講話　「バランスのよい食事（その②）」
   講師：市職員（管理栄養士）

10 平成24 年1月17 日（火）9：30 ～ 11：30

・演習「楽しくあなたにも出来る運動」
   講師：為房真由美氏（健康運動指導士）

11 平成24年1月31日（火）9：30 ～ 11：30

12 平成24年2月14日（火）9：30 ～ 11：30

13 平成24年2月21日（火）9：30 ～ 11：30

14 平成24年3月6日（火）9：30 ～ 11：30

・健康体力チェック
・調理実習
・復習とまとめ



牛窓油絵々葉書

　

瀬
戸
内
海
の
多
島
美
や
港
町
の

町
並
み
、
丘
陵
の
段
々
畑
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
優
れ
た
景
観
は
、
瀬

戸
内
市
で
は
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
か

ら
の
眺
め
が
良
く
知
ら
れ
、
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

の
一
部
と
も
な
っ
て
い
る
瀬
戸
内

海
沿
岸
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ
た
画

家
と
牛
窓
と
の
出
会
い
を
紹
介
し

ま
す
。

瀬
戸
内
海
国
立
公
園

　

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
は
、
昭
和

９
年
に
国
立
公
園
の
一
つ
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

指
定
当
初
は
牛
窓
周
辺
を
含
む

備
讃
瀬
戸
を
中
心
と
し
た
一
帯
の

み
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
区
域
の

拡
張
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は

紀
淡
、
鳴
門
、
関
門
、
豊
予
の
四

つ
の
海
峡
に
区
切
ら
れ
た
陸
域
・

海
域
が
含
ま
れ
、
日
本
一
広
大
な

国
立
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大

小
千
余
り
に
お
よ
ぶ
島
々
で
形
成

さ
れ
た
内
海
多
島
海
景
観
が
そ
の

最
大
の
特
色
で
す
。

　
佐
竹
徳
画
伯
と
牛
窓
と
の
出
会
い

　

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
は
「
オ
リ
ー

ブ
の
画
家
」
と
称
さ
れ
た
画
家
・

佐
竹
徳
が
そ
の
風
景
に
魅
了
さ
れ

た
場
所
で
す
。

　

佐
竹
画
伯
が
牛
窓
を
訪
れ
た
の

は
昭
和
34
年
春
の
こ
と
で
し
た
。

高
松
市
の
病
院
に
入
院
し
て
い
た

恩
師
を
見
舞
っ
た
帰
途
、
児
島
市

下
津
井
（
現
倉
敷
市
下
津
井
）
に

旧
友
阿
藤
秀
一
郎
を
訪
ね
、
牛
窓

オ
リ
ー
ブ
園
に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
佐
竹
画
伯
は
眼
下

に
広
が
る
景
観
に
、
か
つ
て
佐
竹

画
伯
が
衝
撃
を
受
け
た
セ
ザ
ン
ヌ

が
描
い
た
南
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方

に
似
た
も
の
を
感
じ
、
赤
い
土
と

オ
リ
ー
ブ
の
緑
に
強
く
心
を
引
か

れ
、
そ
の
後
、
牛
窓
に
居
を
借
り

て
制
作
に
明
け
暮
れ
る
生
活
を
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

佐
竹
画
伯
が
描
い
た
『
オ
リ
ー

ブ
と
海
（
牛
窓
）』
は
第
10
回
新

日
展
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
賞

を
受
賞
し
、「
自
然
に
対
す
る
謙

虚
な
態
度
を
も
っ
て
、
そ
の
美
を

よ
く
表
現
し
得
た
優
作
で
あ
る
」

と
認
め
ら
れ
、
第
24
回
日
本
芸
術

院
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
竹
画
伯
の
描
い
た
絵
画
を
通

し
て
牛
窓
の
景
観
美
が
全
国
に
知

れ
る
こ
と
に
な
り
、
今
で
も
牛
窓

オ
リ
ー
ブ
園
を
題
材
に
描
く
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

阿
藤
秀
一
郎
氏
と
は

　

佐
竹
画
伯
に
牛
窓
を
紹
介
し
た

人
物
・
阿
藤
秀
一
郎
は
、
生
涯
、

絵
を
描
く
こ
と
に
憑
か
れ
た
画
家

で
す
。
明
治
19
（
１
８
８
８
）
年

に
現
在
の
浅
口
市
鴨
方
町
に
生
ま

れ
、
20
歳
の
時
に
関
西
美
術
院
に

入
学
、
そ
の
後
、
上
京
し
て
川
端

絵
画
研
究
所
へ
入
学
、
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
に
渡
仏
し
て
い

ま
す
。

　

佐
竹
画
伯
と
知
り
合
っ
た
の

は
、
こ
の
川
端
絵
画
研
究
所
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
藤
画
伯
は
、
帰
国
後
、
定
住

す
る
こ
と
な
く
、
日
本
各
地
を

巡
っ
た
後
、
下
津
井
に
移
り
住
み

ま
し
た
。
思
い
立
て
ば
す
ぐ
に
絵

を
描
き
に
出
か
け
、
長
く
家
を

空
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
晩
年
は
、入
院
生
活
を
送
り
、

病
院
の
中
で
描
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
に
こ
や
か
で
言
葉
が

や
さ
し
く
、
欲
が
無
い
」。
２
人

の
画
伯
に
共
通
し
て
語
ら
れ
る
人

物
評
で
す
。
阿
藤
・
佐
竹
両
画
伯

は
互
い
に
何
か
相
通
じ
る
も
の
を

感
じ
、
交
友
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
阿
藤
画
伯
は
、
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
の
牛
窓
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
「
牛
窓
油
絵
々

葉
書
」
の
原
画
を
描
い
た
画
家
で

す
が
、
牛
窓
と
の
関
係
は
詳
細
に

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

９月 23日、30 日（金）

☎
☎
☎

BooKs

 

多
く
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た

 

平
成
22
年
度
公
民
館
利
用
実
績

　

公
民
館
で
は
、
講
座
や
講
演

会
を
数
多
く
行
っ
て
お
り
、
多

く
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
各
公
民
館
の

講
座
参
加
者
数
な
ど
は
次
の
表

の
と
お
り
で
し
た
。

名
画
や
美
庭
園
、
建
築
な
ど
美
術
館
の
魅
力
は
大
変

奥
深
い
。
全
国
の
１
、０
０
０
を
超
え
る
美
術
館
・

博
物
館
か
ら
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
た
い
話
題
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
紹
介
。
芸
術
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
贅
沢

な
時
間
と
雰
囲
気
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
い
た
い
。  

お
と
な
の
美
術
館　

　
　
　
　
　
　
日
経
ホ
ー
ム
マ
ガ
ジ
ン
…
発
行

心がぽかぽかするニュース
　（社）日本新聞協会…編

新聞を読んでしあわせな気持ちになった記事とそ
の理由を公募し、厳選された 66 件が 1冊の本に。
毎日の新聞が、私たちに困難な状況に立ち向かう
勇気や温かい気持ちを運んでいることに気付かさ
れます。

　

公
民
館
講
座「
男
の
台
所
講
座
」

は
、男
性
に
料
理
を
身
近
に
感
じ
、

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
講
し
て

い
る
講
座
で
す
。

　

今
年
度
は
、
春
・
夏
と
旬
の
食

材
を
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節

に
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　

第
４
回
目
と
な
る
９
月
の
講
座

で
は
、「
そ
ば
打
ち
」
を
取
り
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
そ
ば
を
使
っ
た

デ
ザ
ー
ト
も
作
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
そ
ば
打
ち
」
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

９
月
15
日
（
木
）
午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▽
会
場　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

徳
持
朝
香
さ
ん

▽
参
加
費　

　

・
年
間
登
録
料
３
０
０
円　
（
初

　

回
の
み
）

　

・
材
料
費　

実
費　
（
当
日
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
）

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽
募
集
期
限　

９
月
８
日
（
木
）

▽
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、布
巾
、箸
、

持
ち
帰
り
用
容
器

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

中
央
公
民
館

 

５
人
以
上
で
登
録
で
き
ま
す

 

公
民
館
登
録
グ
ル
ー
プ

　

公
民
館
を
５
人
以
上
で
定
期

的
に
利
用
す
る
場
合
、
グ
ル
ー

プ
と
し
て
登
録
し
、
年
間
登
録

料
２
、０
０
０
円
を
支
払
う
こ
と

で
、
研
修
室
な
ど
の
使
用
料
が

１
年
間
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
気
が
合
う
仲
間
同

士
な
ど
で
、
グ
ル
ー
プ
登
録
を

し
、
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

既
に
た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ

が
登
録
し
、
そ
の
分
野
は
、
ス

ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
料
理
、
園
芸

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
幅
広
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
に
つ

い
て
は
、
各
公
民
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

料理を楽しむ参加者

そ
ば
打
ち
を
体
験
し
ま
せ
ん
か

男
の
台
所
講
座
の
参
加
者
を
募
集

公民館主催
講座参加者(人）

グループ活動
などによる
参加人数（人）

合計（人） 登録
グループ数

中央公民館 8,287 64,079 72,366 84

長船町公民館 11,572 17,648 29,220 68

牛窓町公民館 2,785 21,948 24,733 58

合　計 22,644 103,675 126,319 210阿藤秀一郎画伯



 

牛
窓
町
牛
窓
、
鹿
忍
エ
リ
ア
へ

 

光
回
線
の
提
供
エ
リ
ア
拡
大

　　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
11
月
上

旬
か
ら
牛
窓
町
牛
窓
、
鹿
忍
エ
リ

ア
の
一
部
地
域
で
、
光
回
線
を

使
っ
た
よ
り
高
速
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
該
当
の
地
域

の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

を
順
次
ご
案
内
し
ま
す
。

　

ま
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
た

工
事
を
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
地

域
で
は
、
工
事
車
両
の
運
行
な
ど

に
よ
り
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

　

11
日
（
火
）、
18
日
（
火
）、
24

　
日
（
月
）、
31
日
（
月
）

▽
開
催
時
間　

午
後
７
〜
９
時

▽
場
所　

邑
久
町
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
期
限　

９
月
26
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
４
０

 

ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か

 

試
乗
会
を
開
催
し
ま
す

　　

岡
山
大
学
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
と

飛し
ぶ
き沫
会
（
同
部
Ｏ
Ｂ
会
）
で
は
、

ヨ
ッ
ト
の
楽
し
さ
や
豪
快
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
試
乗
会
を

開
催
し
ま
す
。
ヨ
ッ
ト
に
乗
り
た

い
、
見
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日　

９
月
11
日
（
日
）

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午

　

後
１
時
ま
で
で
す
。

※
午
前
７
時
時
点
で
、
雨
天
の
場

　

合
は
中
止
し
ま
す
。

▽
場
所　

牛
窓
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

▽
参
加
費　

無
料（
か
き
氷
付
き
）

※
軽
食
（
カ
レ
ー
、
う
ど
ん
）、

　
飲
料
な
ど
は
参
加
者
負
担
で
す
。

 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

 

自
転
車
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス

　　

自
転
車
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー

ス
を
ご
存
じ
で
す
か
。
山
や
丘
陵

の
上
り
坂
に
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス

を
自
転
車
で
走
り
、
そ
の
時
間
を

競
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
高
梁
市
に
お
い
て
、

「
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

リ
ー
ズ
２
０
１
１
高
梁
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

平
均
斜
度
を
抑
え
た
コ
ー
ス
設

定
で
、
初
心
者
か
ら
本
格
派
の
サ

イ
ク
リ
ス
ト
ま
で
幅
広
く
参
加
で

き
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
場
合

は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日　
10
月
29
日（
土
）、30
日（
日
）

▽
場
所　

き
き
ょ
う
緑
地
公
園

　
（
高
梁
市
落
合
町
近
似
９
３-

１
） 

▽
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

■
申
込
先　

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ

　

レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
本
部
事
務
局

　

☎
０
５
７
０-

０
３
７-

８
４
６

　

HP http://hill-challenge.jp

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
梁
市
教
育
委
員
会

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎
０
８
６
６-

２
１-

０
４
２
５

 

募
集
し
ま
す

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
後
期
入
学
生　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
平
成
23
年

度
の
通
信
制
の
高
等
学
校
普
通
科

「
後
期
入
学
生
」
を
募
集
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の

放
送
を
利
用
し
た
自
宅
学
習
と
ス

ク
ー
リ
ン
グ
（
登
校
）
の
併
用
に

よ
る
広
域
通
信
制
高
等
学
校
で
、

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
が
可
能

で
す
。

　

３
年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取

得
で
き
ま
す
。
登
校
は
月
１
回
か

ら
２
回
で
、
岡
山
県
内
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
協
力
校
は
、
県
立
岡
山
操

山
高
等
学
校
（
岡
山
市
）
で
す
。

▽
募
集
対
象　
中
学
校
を
卒
業
し

　

た
後
、
高
等
学
校
に
入
学
し
て

　

い
な
い
人
。
高
等
学
校
を
途
中

　

退
学
し
た
人
。
高
等
学
校
に
在

　

籍
中
の
人
。

▽
出
願
期
限　

　

・
新
入
生
、
編
入
生
の
場
合

　

10
月
20
日
（
木
）

【
し
し
こ
ま
作
り
】

▽
開
催
日
時　

９
月
11
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

西
町
倶
楽
部

▽
定
員　

50
人
程
度

▽
参
加
費　

３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

牛
窓
し
お
ま
ち
唐
琴
通
り
の
保
存

　

と
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト    
岡
さ
ん

　

☎
０
９
０-

３
０
５
５-

５
１
０
８

 

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

 

瀬
戸
内
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画　

　

市
で
は
、
瀬
戸
内
市
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
動
画
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
動
画
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
、
広
報
事

業
に
活
用
し
ま
す
。

　

募
集
す
る
動
画
は
、
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
な
ど
で
撮
影
し
、
３
分
以
内

に
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　

応
募
方
法
や
動
画
の
規
格
な
ど

の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

政
策
調
整
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
３

　

HPhttp://www.city.setouchi.lg.                
      jp/news/cm.html

※
安
全
用
具
な
ど
は
会
場
で
用
意

　

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
牛
窓
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

　

管
理
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
１
６
０

 

参
加
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す

 

Ｓ
級
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

　　

瀬
戸
内
市
商
工
会
で
は
、
地
元

の
食
材
を
生
か
し
た
、
魅
力
的
な

料
理
を
開
発
し
、
新
た
な
グ
ル
メ

文
化
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
「
瀬
戸
内
市
Ｓ
級
グ
ル
メ
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
グ
ル
ー
プ
に
は
、
11
月
20

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
「
キ
ラ

リ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
、
鉄

※
雨
天
決
行
で
す
。

▽
場
所　

西
脇
海
水
浴
場

▽
対
象　

市
内
の
小
学
生

▽
参
加
費　

無
料
（
昼
食
あ
り
）

▽
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▽
持
参
品　

釣
り
具
（
竿
・
え
さ

　

含
む
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

邑
久
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
６
０

　

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
９
４
１

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

川
崎
医
療
福
祉
大
学
教
授
の
小

池
将
文
氏
を
招
き
、「
社
会
福
祉

と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」
と
題
し
て

講
義
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
わ
た
し
た
ち
と
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

９
月
11
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

板
料
理
を
作
り
、
販
売
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。

　

審
査
で
は
、こ
の
料
理
を
「
味
」

「
見
栄
え
」「
可
能
性
」
の
３
つ
の

観
点
か
ら
評
価
し
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
の
グ
ル
ー
プ
に

は
、
賞
金
５
万
円
が
贈
ら
れ
る
な

ど
特
典
が
あ
り
ま
す
。
多
数
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

衛
生
管
理
、
ご
み

　

の
回
収
な
ど
を
責
任
を
持
っ
て

　

行
う
こ
と
が
で
き
る
グ
ル
ー
プ

▽
定
員　

20
グ
ル
ー
プ

※
書
類
選
考
が
あ
り
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

９
月
30
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

瀬
戸
内
市
商
工
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
１
０

 

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

 

ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
・
体
験
地
引
網

　　

邑
久
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

は
、
ふ
れ
あ
い
釣
り
大
会
と
体
験

地
引
網
を
開
催
し
ま
す
。
賞
品
も

あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
午
前

９
時
30
分
集
合
）

　

・
転
入
生
の
場
合

　

11
月
20
日
（
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

☎
０
４
２-

５
７
３-

８
１
１
１

　

☎
０
１
２
０-

４
５
１
４-

２
４

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

HP http://w
w
w
.n-gaku.jp/sch

 

体
験
し
ま
せ
ん
か

 

ひ
な
か
ざ
り
と
し
し
こ
ま
作
り　

　

港
町
牛
窓
に
は
、
古
く
か
ら
八は
っ

朔さ
く
（
旧
暦
８
月
１
日
）
に
、
ひ
な

を
飾
り
、
米
粉
で
作
っ
た
餅
を
ヘ

ラ
や
く
し
な
ど
を
使
い
、
彩
り
鮮

や
か
に
山
や
海
の
幸
を
形
作
っ
た

も
の
（
し
し
こ
ま
）
を
供
え
る
珍

し
い
風
習
が
残
っ
て
い
ま
す
。
文

化
と
風
習
を
味
わ
い
、
し
し
こ
ま

作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
ひ
な
か
ざ
り
】

▽
開
催
日　

９
月
10
日
（
土
）
〜

　

19
日
（
月
）

▽
場
所　
牛
窓
し
お
ま
ち
唐
琴
通
り

　
（
牛
窓
町
牛
窓
関
町
、
西
町
、　

　

本
町
周
辺
）

※
瀬
戸
内
市
観
光
セ
ン
タ
ー
（
瀬

　

戸
内
き
ら
り
館
）
付
近
か
ら
徒

　

歩
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

小型ヨットのアクセスディンギーも試乗できます

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
な
ど
詳

細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本-

中
国　
　
　

　

岡
山
事
業
部
営
業
部

　

☎
０
１
２
０-
９
２
０
０
７
５

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
日

　

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

HP http://flets-w
.com

/

 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を

開
催
し
ま
す
。「
手
話
に
関
心
は

あ
る
が
、学
ぶ
き
っ
か
け
が
な
い
」

と
い
っ
た
人
向
け
の
内
容
で
す
。

　

ま
ず
は
一
緒
に
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▽
開
催
日　

10
月
３
日
（
月
）、



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 9 月 20 日（火） 平成23年 4月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 9 月 21 日（水） 平成22年 12月生

1 歳６カ月児健診 9 月 14 日（水） 平成22 年    2 月生
2 歳児健診 9 月   8 日（木） 平成21年 5月生

3 歳児健診 9 月 28 日（水） 平成20年 3月生

子どもの健診

人の動き《平成 23年 8月 1日現在》
人口 ３９，２２４人 （－１３）
男 １８，６９８人  （－　３）
女 ２０，５２６人 （－１０）
世帯 　１４，６５５世帯 （＋　８）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2011　September
9

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

９月納期の市税・保険料はありません
納付には口座振替が便利です。
ぜひご利用ください。
あなたの税が元気なまち瀬戸内市の礎です。

●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
●心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
●なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
●消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
◇育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
◇離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
◇乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
○身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日は別途お知らせ）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

各種相談
8/28 8/29 8/30 8/31 1

○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

2
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

3
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　瀬戸内市民ゴルフ
長月大会　9：00 ～
　長船カントリークラブ
体協　バレーボールリー
グ戦　19：00 ～
　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター
　アリーナ
※毎週土曜日

4 5 6
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

7
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

8 9  
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

10
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

11
体協　歩こう会　
　前島コース
　８：50牛窓支所集合
体協　瀬戸内市バドミン
トン大会　9：00 ～
　邑久中学校体育館
体協　瀬戸内市テニス交
流会　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニス
　コート

12 13
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

14
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

15
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

16
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
◇乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

17
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　秋季ペタンク大会
　8：30 ～（受付）
　出島公園

18 19  敬老の日 20  21
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
●住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

22  
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

23  秋分の日 24

25
体協　瀬戸内市ソフトテ
ニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニス
　コート

26 27
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル
◇育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

28
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

29 30
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
◇離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船

10/1
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

生活習慣病教室
　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　９月 14 日（水）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「認知症について」

▽講師　浅海昇氏（医師）

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

介護教室
　邑久在宅介護支援センターでは、在宅介護に関する総合的な
相談に応じています。また、介護教室などを開催しています。

▽日時・場所
①９月 13 日（火）　午前 10 時～午前 11 時 30 分　裳掛コミュニティセンター
②９月 13 日（火）　午後１時 30分～午後３時　中央公民館　

▽テーマ　「膝痛・肩こり予防体操」

▽講師　山本早紀氏（淳風会健康管理センター・健康運動指導士）

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　邑久在宅介護支援センター　☎０８６９-２２ - ９５０３

あしたばの会
　在宅介護支援センターあじさいでは、家庭で高齢者を介護し
ている人を対象として交流会を実施しています。今回は、施設
見学を予定しています。ぜひ 1度見学してみませんか。

▽日時　９月 17 日（土）　午前 10 時 30 分～午後０時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽内容　あじさいのおか牛窓見学会（昼食あり）

▽参加費　500 円程度（昼食代）

▽申込期限　９月 15 日（木）
※電話でお申し込みください。　
■問い合わせ・申込先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

子宮頸がん予防ワクチン接種
　子宮頸がん予防ワクチンの接種を再開しました。
　市が委託した医療機関で接種する場合は、無料です。事前に
医療機関にお問い合わせください。

▽対象者　中学１年生～高校２年生年齢の女子
※高校 2年生は、9月 30 日までに１回目を接種した人のみが
　無料となります。
※平成 24 年４月１日以降は、個人負担が発生する場合があり
　ます。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

子どもの発達相談

▽日時　９月 7日（水）　
※時間は予約後に決定します。

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談員　小児科専門医ほか
■問い合わせ・予約先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

ポリオ予防接種

▽日時　10 月６日（木）　午後１時 30 分～午後２時　

▽場所　ゆめトピア長船

▽対象年齢　生後３カ月～ 90 カ月

▽接種方法　６週間以上あけて２回経口投与

▽料金　無料

▽持ち物　母子健康手帳、予診票（記入したもの）
※発熱や下痢をしているとワクチンの効果が弱まるので、延期
　してください（予診票は会場にもあります）。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２



投稿お待ちしています

①１歳の赤ちゃんの写真
　両親の名前、赤ちゃんの生年月
日、両親からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

わが家の宝１歳です！

瀬戸内写真館市民ギャラリー

▲山本敏子さん

土井土井咲咲
さ く やさ く や

弥弥ちゃんちゃん
お住まいお住まい　長船町　長船町磯上
ご両親ご両親　　誠也・千紗さんから誠也・千紗さんから
咲弥は我が家に咲いた大輪の花。咲弥は我が家に咲いた大輪の花。
天に向かってすくすく成長してね┃天に向かってすくすく成長してね┃

Sakuya
 平成 22年６月 20日生まれ

宮﨑結
ゆ め

愛ちゃん
お住まい　長船町磯上
ご両親　雅己・博子さんから
これからも毎日とびっきりの笑顔を
見せてね！

Yume
 平成 22年７月 28日生まれ

▷日時　９月 11 日（日）　午後１時 30 分開演
▷場所　牛窓シーサイドホール（牛窓町牛窓 2448）
▷入場料　大人 1,000 円、中・高校生 500 円、
　小学生以下無料
▷定員　約 100 人（先着順）
■問い合わせ先
　小家弘誠さん
　☎０９０-４８０４- ９５３４

　瀬戸内市体育協会では、セラバンドを使って体を動かす教室を開催し
ます。楽しく、厳しく、決して無理をせず。皆さんも一緒にいかがですか。

　興味のある人は、ぜひご参加ください。
▷日時　９月７日（水）、21日（水）
　午前９時 30 分～午前 11 時
▷場所　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター
▷参加費　１回 300 円
　（年間会員は 3,000 円）　
■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会
　☎０８６９-２２ - ２２１１

楽しく運動しませんか
骨骨健康貯筋クラス

　わたしたち「テイクワン」は、牛窓町鹿忍を拠点に活動するグループ
サウンズフルバンドです。メンバーは 60 歳前後の５人で、週１回練習を
しています。
　今回企画したコンサートでは、20 代の女性２人を迎え、懐かしいグルー
プサウンズ約 10 曲と若者の選んだアメリカンポップス５曲を演奏しま
す。お誘い合わせの上、ぜひご来場ください。

    けいじばん
けいじばん

コンサートを開催
グループサウンズと現代音楽を演奏

セラバンドを使った運動

コンサーコンササ

題名　霧の中の餘慶寺

撮影場所

上寺山餘慶寺（邑久町北島）

撮影日時

平成 23 年 7 月 8 日

午前 5時 50 分頃

撮影者　瀬戸内市フォト

プロジェクト（SPP）　

太田宰輔さん

広報 せとうち No.82   1819     2011.9




